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　おりひめトライアルゲームズ最終日、熊本のジャパンカップでは台風で中止となっ
たカード。前半１０分、４－６とほぼ互角の立ち上がりであったが、１０分過ぎより
ポーランドのペースで試合が進み、２０分で７－１２。日本も７番藤田のサイドシュー
トなどで追いすがる。両チームの体格差は歴然としており、日本は素早いフットワー
クと高いディフェンスラインを敷いてその差を埋める。
　ただ、１歩の大きさの違いにより、序盤より日本にイエロー・退場者が続出する。
（前半退場述べ５人）その間、ポーランドは着実に加点し、最大７点差までつけられ
た。前半残り５分、１５番多田のカットインとステップの２連取などで前半を１５－１９
で終える。
　後半開始、ポーランドは２連取し日本を引き離しにかかる。対して日本は５分間無
得点の時間帯をつくってしまう。しかしその後、高めのプレスディフェンスから引いた
ディフェンスに切り替えたことでポーランドの攻めのリズムが悪くなり、日本ペースの
時間帯となる。１０分前後の日本の４連取により、１９－２４の５点差まで詰め寄る。
１５分過ぎからは、一進一退の攻防が続き点差を詰め切れず試合が進む。
　２５分過ぎ、ポーランドが３連取するなどし日本の必死の追い上げも及ばず、２６
－３２のスコアでタイムアップ。
　力は及ばなかったが、ヨーロッパの強豪チームと互角に戦う時間帯も多くあり、そ
の健闘が光る試合であった。
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